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【当該国際機関で働く邦人職員】 （注：2013年4月30日現在）

ポストの名称 職　員　氏　名 備　　考

【分担金・義務的拠出金の拠出上位５ヶ国等　（２０１２年のもの）】

22.00%

12.59%

8.06%

6.64%

414,200

アジア・太平洋地域事務所長

　【邦人職員が占めている幹部ポスト（Ｄポスト以上）】

40,874

29人 1038人

33,669

160,000

142,700

135,700

8.8%

8.4%

5.4%

　当該機関全体の職員数
　及び邦人職員が占める率 2.8 ％

86,600

横井　幸生

　うち　6 人
　邦人職員数
　うち幹部以上

金額（千ドル） 拠出率（％）（注）

111,621

63,878

31,213 6.15%

当該年度の総収入額：2,837,021千USドル

2012-A

25.6%

9.9%

　国際機関名
（英語略称）：

国際連合食糧農業機関（FAO)

Food and Agriculture Organization of the United Nations

種　　　別

 【所管官庁担当局課・室名】：農林水産省大臣官房国際部国際協力課

英文名称：

　国連（事務局）　　　　　国連（基金・計画）　　　　　国連専門機関　　　　　その他　　　

【当該国際機関の財政（直近（2009年12月現在）】

会計検査機関：加盟国の会計検査院長　　　　　　　　　　　　　　　（現在の構成員の出身国：フィリピン　）

拠出率（％）（注）

【任意拠出金の拠出上位５ヶ国等　（２０１０－２０１１年）】

金額（千ドル）

当該年度の総支出額：2,736,561千USドル

次年度への繰越額：100,460千USドル

【注：当該国際機関の会計年度】
当該国際機関の会計年度は毎年１月から１２月末までとなっている。したがって、我が国（及び他の加盟国）
とは会計年度が異なっているため、拠出率の扱いについては暦年となっている。

地方分権支援部長

【当該国際機関の本部所在地・活動目的等の概要】
１　本部所在地　ローマ（イタリア）
２　活動目的等の概要
（１）加盟国数は１９１ヶ国及びＥＵ。
（２）人類の栄養及び生活水準を向上させ、食料及び農産物の生産及び分配の能率を改善し、農民の生活条件を改善し、もって
世界経済の発展及び人類の飢餓からの解放を実現することを目的とし、我が国の食料安全保障の向上にも資する。
（３）国際的規範の策定、世界の食料・農業に関する情報の収集・伝達、調査分析及び各種統計資料の作成、国際的な検討の場
の提供といった知識機関としての機能を発揮する一方、ＦＡＯの専門性を生かした病虫害対策や作物の増産や生産性向上を目
的とした途上国でのフィールドプロジェクトも幅広く実施している。

庄司　ゆり子

農林水産省出向

小沼　廣幸

農業・消費者保護局国際植物防疫条約事務局長

農業・消費者保護局植物生産・防疫部次長 榎本　雅仁 農林水産省出向

日本事務所長 伊藤　正人 農林水産省出向

知識・コミュニケーション局管理課長 花岡　靖子


